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会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）

日向市役所総務課容②2111発行所：日向市本町10番5号

大王谷小学校のタコ上げ大会（大王谷運動公園）
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（昭和59年1月1B現在〉

男　　28，492人　　　　11人増

女　　31，285ノ㌦　　　31入h泊

β卜　　59，777ノ＼　　　　42入，論

『1日二有与＝数　　19，047　　　24増
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・2ページ…4月1日から新

　　　　　　　しい水道料｛亀に

・3ページ…灘坊市代表卜11が

　　　　　　　　　　　来　市

・4ページ…所得税の確定［ll

　　　　　　　　　　｛㌣と糸内不見

・5ページ…市県民税の申イ畳～

・6ページ…おしらせ
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鑑
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…
纏
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…
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
，

…
育
の
あ
り
方
を
見
極
め
、
　
　
・

…
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大

…
切
で
す
。

…
r
ど
も
た
ち
の
健
全
な
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成
長
に
と
っ
て
窃
な
の
謙

　
　
　
は
・
基
本
的
な
生
活
習
慣
…

　
　
　
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
…
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す
・
社
会
生
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に
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応
…
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め
に
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基
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的
な
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の
の
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、
道
徳
に
基
づ
い
た
…

　
　
　
行
動
の
仕
方
、
こ
う
し
た
…

　
　
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
は
、
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を
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友
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・
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・
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昭
和
κ
卜
八
年
最
後
の
議
会
へ
第
瓦
回
）
で
あ
る
ト
．
．
月
定
例
議
会
は
ト
．
．
月
回
日
招
果
さ
れ
、
　
瓢

蹴
卜
八
日
間
の
会
期
で
．
．
卜
六
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

端
黒
糠
懸
へ
総
評
羅

蹴
す
る
条
例
〃
に
ス
ポ
ッ
ー
を
あ
て
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
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一般家庭の料金比較
　　　　　　　　（県内9市）

日から新しい水道料金に月

みなさんのご理解とご協力をノ

　
日
向
市
の
上
水
道
餐
業
は
、
年
ご

と
に
増
大
す
る
市
民
の
水
需
要
に
応

え
る
た
め
、
年
次
計
画
を
た
て
て
整

備
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ

う
に
、
ヒ
水
道
餐
業
は
公
営
企
裳
法

の
適
用
を
受
け
、
独
航
採
算
制
の
事

業
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
市
の
水

道
料
金
は
、
昭
和
κ
卜
五
年
に
改
定

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
⊥
．
水
道
事
裳

の
運
営
、
水
道
施
設
の
拡
張
や
整
備

な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
大
き
な
赤
字
を
か
か
え
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
卜
一
月
四
日
、
日

向
市
水
道
料
金
蕃
議
会
（
安
藤
幸
男

会
長
、
委
貝
十
配
人
）
に
、
適
正
な

水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
て

し
ま
し
た
カ
　
一
…
月
一
八
日
そ
の

答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
も
答
申
内
容
．
に
つ
い
て

じ
ゅ
う
ぶ
ん
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
た
結
果
、
ほ
ぼ
四
年
ぶ
り
の

改
定
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
新
料
金
は
四
月
一
日
か
ら

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
上
げ
率
は
平
均
4
5
・
5
9
％

．料

1，70 o円
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面
　
岡
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林
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都

首

都

びの

日
　
小
　
串
　
西
　
え

※II径13％を使用して1か月に

　20mlを使用した上唇合

“
高
径
別
構
鉢
制
度
”
を
採
用

　
改
定
さ
れ
た
新
し
い
料
金
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
冷
回
の
改
定
で
は
、
現
行

の
単
∴
基
本
料
金
制
度
が
是
正
さ
れ
、

メ
ー
タ
ー
の
口
径
ご
と
に
六
段
階
の

居
本
料
金
と
な
る
”
口
径
別
学
本
料

金
制
度
”
も
採
用
さ
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
般
家
庭
用
の
場
合
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
口
径
一
。
．
．
．
ザ
層
か

ら
二
十
丘
、
．
、
り
層
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
．
か
月
の
使
用
水
量
を
．
一
卜
航

〃
，
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
「
．
．
百

円
で
あ
っ
た
の
が
r
し
百
円
と
な
り
、

四
．
・
ヒ
％
の
引
き
上
げ
率
。

　
船
舶
用
、
ヒ
木
工
事
な
ど
の
臨
時

　
　
私
設
消
火
栓
も
含
め
た
全
体
の

　
　
引
き
ヒ
げ
率
は
、
平
均
四
五
・

　
　
．
κ
瓦
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
超
過
料
金
に
つ
い
て

　
　
も
改
定
さ
れ
、
　
．
般
家
庭
用
の

　
　
場
合
、
居
本
水
量
（
　
月
に
つ

　
　
き
ト
立
方
層
）
を
一
立
方
好
増

　
　
す
ご
と
に
、
十
立
方
眉
を
超
え

　
　
．
．
卜
航
方
㌶
ま
で
が
八
長
円
、

　
　
．
論
十
立
方
冒
を
超
え
四
十
立
方

　
　
駐
ま
で
が
百
円
な
ど
、
四
段
階

　
　
で
現
行
料
金
よ
り
一
、
卜
円
～
四

　
　
卜
円
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
新
設
、
増
径
工
事
の
と
き
の

　
負
韻
金
も
ま
た
、
改
定
さ
れ
ま

　
　
し
た
、
、

　
　
　
へ
－
回
の
料
金
改
｛
疋
は
、
先
ほ

　
　
ど
も
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
賢

裳
の
拡
大
や
先
行
投
資
、
諸
物
価
の

値
ヒ
が
り
で
、
財
政
が
苦
し
く
な
っ

て
い
る
水
道
事
巣
経
営
の
健
全
化
を

は
か
り
、
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
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の
で
き
な
い
水
を
、
い
つ
も
、
豊
嘗

に
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
送
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
各
家
庭
の
家
計
に
直
接
響
く
こ
と

蒲
厳
「
小
倉
ケ
浜
大
橋
」

　　

@
四
月
一
日
に
〃
渡
り
ぞ
め
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
北
初
の
有
料
道
路

　
宮
崎
県
道
路
公
社
が
塩
見
川
河
口

に
昭
和
充
ト
ヒ
年
．
．
一
月
か
ら
工
餐
を

進
め
て
い
た
”
小
倉
ヶ
浜
大
橋
”
は
、

ほ
ぼ
完
成
し
、
四
月
に
は
予
定
通
り

”
渡
り
ぞ

め
”
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、

大
橋
を
軸

こ
釘
レ
し
こ

‘
‘
一
」
イ
ー

延
び
る

“
お
倉
ケ

浜
バ
イ
パ

ス
’
も
、

す
で
に
九

〇
％
ほ
ど

で
き
て
お

り
、
完
成

麦
こ
よ
肢

，
f
6
　
5
　
i
ノ

北
初
の
有

料
道
路
と

し
て
利
用

さ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

　
大
望
は
、
胆
嚢
業
費
十
一
億
円
を

か
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
、
長
さ
．

．
一
百
六
卜
層
、
幅
卜
・
七
五
材
の
．
一

答
線
。
ヒ
流
雛
に
．
∵
七
五
訂
の
歩

道
が
あ
り
、
几
基
の
照
明
燈
も
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
河
口
付

近
の
進
し
い
景
観
を
そ
こ
な
わ
な
い

よ
う
関
係
者
の
粋
を
集
め
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
橋
を
含
む
バ
で
パ
ス
は
、

市
北
部
、
仙
ケ
崎
の
カ
ー
フ
ェ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
入
口
か
ら

あとは、橋両側の道路工事を残すだけ

は
、
大
橋
両
側
の
道
路
工
事
と
、

崇
側
に
で
き
る
料
金
所
の
工
劇
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
料
道
路
区
間
は
、
橋
と

橋
南
側
か
ら
料
金
所
ま
で
の
道
路

（
約
百
冒
）
の
部
分
で
、
料
金
は
自
転

卓
な
ど
の
軽
屯
輔
…
卜
円
、
軽
自
動
唯

κ
二
戸
、
停
通
自
動
車
百
円
、
大
型

臨
調
工
裳
地

帯
を
経
て
お

倉
ケ
浜
総
合

公
園
を
通
る

七
・
七
キ
。
の

幹
線
都
市
道

路
で
、
完
成

後
に
は
、
工

業
地
帯
か
ら

の
交
通
が
ス

ム
ー
ズ
に
な

る
の
を
は
じ

め
、
市
街
地

を
走
る
m
号

線
の
交
通
渋

滞
な
ど
も
解

消
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

現
在
、
工
雰

　
　
　
　
　
右

　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ナ
ヘ
　
へ

に
な
り
ま
づ
カ

を
お
く
み
と
り
い

ん
の
あ
た
た
か
い

を
お
願
い
し
ま
す
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こ
の
よ
う
な
事
睡
旧
川

た
だ
き
　
み
な
さ
川
　
2
月
9
・
1
0
日

ご
理
解
と
ご
協
力
川

。
　
　
　
　
川
　
「
H
向
市
消
費
生
活
展
」

　
　
　
　
　
　
　
㎜
市
と
日
向
市
消
費
生
活
展
実
行
委

　
　
　
　
　
　
　
㎜
員
会
は
、
．
．
月
日
日
と
十
日
の
一
一
日

　
　
　
　
　
　
　
㎜
間
、
市
・
甲
央
公
民
館
で
”
日
向
市
．
消

　
　
　
　
　
　
　
㎜
費
生
活
展
”
を
開
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
㎜
テ
ー
マ
は
、
「
も
う
度
見
直
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
私
た
ち
の
生
活
」
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
川
　
第
　
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
早
い

　
　
　
　
　
　
　
㎜
も
の
で
十
年
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、

　
　
　
　
　
　
　
㎜
私
た
ち
の
創
意
工
夫
、
奴
刀
力
の
積
み

　
　
　
　
　
　
　
㎜
重
ね
に
よ
っ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
㎜
若
実
に
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い

　　
@　
@　
@…

卲
ﾋ
趨
胤
欝

　
　
　
　
　
　
　
㎜
ん
こ
も
”
園
圃
ネ
型
生
活
態
度
”
を

　
　
　
　
　
　
　
川
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
限
り
あ
る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

　
　
　
　
　
　
　
㎜
を
、
無
駄
穿
上
手
に
使
う
工
夫
を

　　
@　
@　
@…

I
括
撫
雛
霧

　
　
　
　
　
　
　
㎜
う
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
今
回
は
、
廃
物
利
用
、
廃
棄
物
の

　
　
　
　
　
　
　
㎜
害
、
健
康
食
品
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る

　
　
　
　
　
　
　
㎜
ゴ
ミ
、
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
実

　　

@　

@　

@…

ｱ
コ
十
で
ご
紹
介
し
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
省
資
源
・
省
エ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
向
地
区
推
進
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
県
、
日
向
市
お
よ
び
人
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
町
互
村
は
、
　
”
省
資
源
・
省
エ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ギ
ー
目
向
地
．
区
推
進
大
会
”
を
．
行

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
消
費
者
の
意
識
を
高
め
よ
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
、
溝
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
や
、
映
画
な
ど
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
の
多

　
　
　
　
　
　
　
歴
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

．
種
（
．
．
一
車
軸
以
ド
で
定
期
バ
ス
も
川

含
む
）
百
症
卜
円
、
大
型
．
．
種
（
四
川

甫
t
軸
以
L
し
で
岱
駄
M
切
パ
フ
へ
、
大
型
、
特
殊
川

自
動
車
も
含
む
ζ
．
百
κ
雪
隠
、
歩
…

行
者
に
つ
い
て
は
無
料
　
と
な
る
…

f
定
で
す
・
　
　
　
　
　
　
㎜

　
市
内
の
観
光
名
所
の
．

も
名
の
り
を
ト
．
げ
る
”
小
倉
ケ
浜
大
㎜

橋
”
．
市
民
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
㎜

ら
れ
て
い
ま
す
・
　
　
　
　
…

つ
と
し
て
㎜
事
例
の
発
表

　
▽
日
時
一
一
．
月
卜
日
午
前
卜
専
か

ら
午
後
．
．
．
昏
ま
で

　
▽
場
所
上
市
中
央
公
民
館

，
▽
お
も
な
内
容
1
1
①
講
演
会
（
講

師
－
熊
本
商
科
大
学
教
授
・
小
谷
正

守
さ
ん
）
　
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
践

　
　
　
　
　
　
③
映
画

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
民
相

談
室
（
麿
内
線
五
八
二
）
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。



3広報打鳴が鵬

人
権
テ
ー
マ
の
作
品

　
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

と
、
L
巾
教
ム
日
一
女
員
会
が
周
年
卜
月
か

ら
募
集
し
て
い
た
煙
ヂ
…
、
作
之
、
ポ

ス
タ
ー
の
人
選
作
品
が
決
ま
り
圭

し
た
、

　
応
募
作
品
は
杁
語
の
部
に
小
学
生

か
ら
ド
日
κ
レ
圧
点
、
中
鴨
距
生
か
ら
．
．

百
卜
．
点
、
　
．
般
か
ら
ト
六
点
の
計
一

．
．
．
百
八
卜
六
点
、
作
文
の
部
で
は
小

学
生
か
ら
．
．
百
．
．
点
、
中
高
生
か
ら

几
卜
．
占
m
の
汁
．
．
百
－
几
卜
・
．
．
．
占
m
、
ポ

ス
タ
ー
の
部
で
は
小
羊
生
か
ら
几
ト

し
点
、
中
学
生
か
ら
．
．
卜
六
点
の
計

．
白
．
．
卜
．
．
、
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
選
作
品
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

　
”
標
語
1
1

　
6
小
学
生
の
部

　
　
　
一
あ
な
た
に
も
　
わ
か
る
は

　
　
ず
で
す
い
や
な
こ
と
…

　
富
高
小
κ
年
　
　
　
小
竹
賀
奈
恵

　
　
　
「
考
え
よ
う
　
人
の
差
別
と

　
　
権
利
と
を
」

　
日
知
屋
小
κ
年
　
　
和
田
　
精
．
．

　
　
　
「
あ
る
ん
だ
よ
　
あ
の
人
こ

　
　
の
人
入
権
が
」

　
富
高
小
六
年
　
　
　
伊
東
真
己
．
r

　
　
　
「
お
圧
い
に
　
」
手
り
㌧
士
ら
れ

　
　
る
こ
の
権
利
　

　
富
高
小
六
年
　
　
　
黒
木
　
理
智

　
へ
の
　
セ
　
　
リ
コ

　
¢
呼
学
4
ク
剖

　
　
　
「
広
げ
よ
う
差
別
を
し
な

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ナ

　
　
い
毛
の
ぺ
さ
し
さ

日
司
p
・
ト
　
　
ド
日
寒
r

　
　
　
「
心
に
ひ
び
き
ま
す
か
　
差

　
別
に
く
る
し
む
さ
け
び
声

　
日
司
中
．
．
年
　
　
　
レ
，
じ
　
岐
　
博
寒

　
　
　
「
世
の
中
の
　
差
別
を
な
く

　
　
そ
う
み
ん
な
の
わ
　
ひ
と
り
の

　
氾
し
み
み
ん
な
の
過
し
み
．

　
日
向
中
．
．
年
　
　
　
永
友
　
清
寒

　
　
　
「
考
え
よ
う
　
阯
界
に
差
．
別

　
　
の
あ
る
こ
と
を

　
日
向
中
．
．
．
年
　
　
　
野
涯
あ
け
み

　
　
　
や
っ
つ
け
ろ
　
悪
魔
が
あ

　
や
つ
る
差
別
の
心

　
日
向
中
．
．
．
年
　
　
　
浜
砂
　
洗
．
r

　
　
　
．
差
別
さ
れ
　
初
め
て
わ
か

　
る
そ
の
つ
ら
さ
「

日
向
中
．
．
、
年
　
　
　
永
田
み
ビ
り

》
　
．
馬
丈
）
匹

“
　
　
殉
び
蹴
1
1

　
　
「
白
分
か
ら
　
学
ん
で
な
く

　
ッ
て
・
つ
・
心
の
牝
配
別
一

．
悟
岩
本
宮
　
　
　
　
松
漿
　
　
肇

1
1
作
文
1
ー

カ
　
　
へ
　
に
ロ

ぱ
4
学
4
4
剖

　
　
「
目
の
び
ょ
・
7
一
き
の
八
「

富
高
小
　
年
　
　
　
福
森
　
あ
い

　
　
コ
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
…
カ
ん
ち
ぐ
ん
の
こ
》
二

富
h
尚
小
．
年
・
　
　
レ
日
田
き
ょ
か

　
　
「
お
か
あ
さ
ん
の
な
み
だ
　

日
知
屋
小
．
年
　
　
松
原
あ
や
こ

　
　
「
な
か
ま
は
ず
れ
．

財
光
芋
南
小
．
．
年
斉
藤
　
み
よ

　
　
「
”
お
か
あ
さ
ん
の
し
ご
と
’

　
を
よ
ん
で
「

幸
脇
小
．
．
年
　
　
　
本
田
さ
お
り

　
　
「
み
ん
な
な
か
よ
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

肯
唱
曲
小
．
．
年
　
　
　
橋
本
た
く
や

　
　
「
わ
た
し
も
ま
ぜ
て
ほ
し
い

　
の
で
す

富
高
小
・
．
解
　
西
森
悌

　
　
コ
　
　
　
　
　
ノ

　
　
…
し
・
し
ん

富
高
小
四
年
　
　
　
西
川
　
寿
峰

　
　
「
．
．
．
．
日
わ
れ
な
く
な
っ
た
わ
た

　
し
の
あ
だ
名
」

日
知
屋
東
小
四
年
　
河
埜
　
祐
r

　
　
「
差
別
」

富
高
小
κ
年
　
　
　
大
坪
　
由
美

　
　
「
人
権
週
間
に
つ
い
て
．

日
知
屋
小
κ
年
　
　
河
野
　
弔
寒

　
　
「
か
わ
い
そ
う
な
女
の
．
r
…

1
1
知
屋
東
小
κ
年
　
清
水
　
歩
庭

　
　
「
八
間
と
し
て
最
低
な
こ
と
一

躰
脇
町
六
年
　
　
　
白
川
　
奈
庭

　
　
「
”
故
郷
を
ひ
き
は
な
さ
れ

　
て
”
を
学
習
し
て
一

三
光
芋
小
六
年
　
　
収
村
　
純
r

．
）
　
「
　
r
り
　
・
・
．
）
　
に

ζ
唾
，
－
h
4
グ
航
ロ

　
　
「
母
の
受
け
て
き
た
差
別
．

日
司
p
・
ト
　
　
ト
日
　
脚

　
　
．
差
…
刎
の
ナ
ミ
ダ

H
向
中
．
年
　
　
　
児
鴨
　
幸
．
r

　
　
一
，
差
別
”
に
つ
い
て

日
’
呵
■
P
．
．
．
卜
　
　
　
　
（
り
寸
　
　
念
称
い

　
一
じ
　
　
　
ノ
「
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
目
」
↑
　
　

毛
一
’

　
　
，
部
落
差
別

一
’
り
h
「
．
．
．
」
卜
　
　
　
　
　
L
一
日
　
　
．
一
．
・
己

一
μ
一
　
　
　
ノ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
一
I
　
　
I
I
・
ウ
寧

　
　
　
身
体
障
宅
目
臥
百
に
つ
い
て
．

嘗
川
目
呵
中
一
．
年
－
　
　
　
川
崎
　
辺
．
r

　
　
「
辞
・
日
か
ら
〃
弥
姐
消

　
え
る
ま
で
　

H
向
中
．
．
．
年
　
　
甲
斐
め
ぐ
み

　
　
「
”
被
差
別
部
呼
洛
”
の
現
状

　
を
見
て
」

日
’
司
∵
り
．
．
F
r
　
　
　
　
．
片
「
冒
　

ヒ
匹
’
r

　
　
「
私
の
”
差
別
”
に
つ
い
て

　
の
考
え
」

日
向
高
．
．
年
　
　
　
黒
木
　
嘉
代

　
　
「
“
祁
仲
各

1
ー
ポ
ス
タ
ー
1
1

な
弓
田
～
4
グ
剖

日
知
屋
小
症
年

評
■
1
．
「
弓
　

、
　
・
」
・
9
一

戸
－
P
，
‘
h
4
’
臼

与
，
目
h
『
呵
卜
L
、
．
「
「

ち
し
ロ
ノ
ノ
ァ
び

言
煽
ト
」
・
卜

’
1
－
　
1
一
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
ノ
＝

め
　
　
ロ
　
　
リ
コ
　
　
ロ
コ
ロ
　
ラ
　
ア
ラ

¢
叫
学
4
グ
胡
川

け
光
L
ナ
い
．
．
〃
牛

梼
光
L
潔
い
．
．
年
・

と
い
う
…
観
今
心

μ
乏
占
ド

　
一
　
J
　
　
　
　
L
ゾ

「「1　ノ乍こ　｝ll　イ1一

『斐・杢」』1｝；（山奇

　　　　1臣

1卜：　 希’劇｛｛

UL　Ilr・：　ゴ・　6

松
木
　
智
．
「

萩
原
　
「
春

伊
－
1
1
　
紀
．
」

木
川
　
柾
．
r

2
月
1
6
日

中
国
灘
坊
市
代
表
団
が
来
市

　　

@　

@　

@　

@　

[
ま
る
相
互
交
流

　
『
一

三
f　

　
癖
．

レ
》

恩
嚢

友好都市

　
巾
一
国
、
由
田
東
小
白
灘
世
事
ハ
い
ぼ
う
｝

市
の
日
中
－
友
口
引
代
表
団
の
一
パ
付
が
、

．
．
月
レ
六
日
、
日
向
市
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、

　
市
で
も
日
中
友
好
離
坊
市
代
表
団

歓
迎
実
行
委
貝
会
（
会
．
長
宮
本
市
．
k
・

北
口
貝
．
．
畠
レ
κ
人
一
を
開
く
な
ビ
、
歓

六か阪る山女　迎
【i　ド）　人　 ’［　】f：」ニ　イヒ　

グ）

’1・宮り人外表準．
後崎　’で喉卜11備

　．市翌’担はを
二三へ1一＝当　’急
ご　．．κ月傭しい
ろ日11卜辞鶴で
で向は11し1長川い

’市歴日を湘ま
1・到児　’団坊す
ノL着島空長市
日はワド路ヒ人
のト港人：す民

州
一

朝
女
で
滞
在
す
る
．
r
定
で
す
。

　
滞
在
期
間
中
・
は
、
歓
迎
実
行
委
員

会
・
E
催
に
よ
る
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
や
、

宮
本
・
市
．
k
・
E
催
…
の
招
宴
な
ビ
が
行
わ

れ
、
交
流
を
深
め
圭
す
、
さ
ら
に
市

内
、
県
内
を
視
察
し
た
後
、
卜
托
目

に
日
向
市
を
出
発
、
熊
本
、
長
欣
呵
を

昨年7月の中国訪問

く
ト
戸
」
、
　
．
．
レ
　
川

ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

」
L
ー
ニ
ゼ
、
ビ
、
川

増
肌
コ
国
溺
…
　
「
還
歴
式
典
」

ト
ヒ
ー
二
璋
㎜

国
す
る
f
定
㎜

ぐ
凱
　
　
…

ド
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
両
の
招
…

与
土
・
乍
卜
㎜

ノ
て
ム
　
　
　
ほ
ノ
び
　
　
ロ

し
一
二
・
等
…

本
市
長
、
・
・
．
㎜

尉
市
義
会
議
川

ア
　
ト
し
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
団
旧
人
…

　
　
　
ノ
ロ
　

力
　
　
漕
〃
d
川

か
ら
の
招
き
…

を
そ
ナ
・
1
－
㎜

日
を
ゐ
騙
し
㎜

女
し
た
が
、
…

そ
の
返
礼
と
…

し
ご
召
卜
～
…

　
ド
　
オ
ノ
で
　
ア
ド
　
　
　

）
一
1
－
蒙
旺
川

　
　
　
に
　
　
そ
　
　
　

　
　
．
心
　
じ
．
、
川

　
　
　
　
　
㎜
川
・
　
．
～
四
・
、
四
｝

こ
と
し
は
2
月
1
4
日

求めみる
にらにも
覧れ向の
き’けで
く瀦て’
踏坊’宮
みri∫圭llrl｛」；

出とす県
すの虹初
二友すの
と好交日
に蕎［1流叫1

な市が縁
り締三組

lllllllllllllllll川llllI

教　にll
でf　＞　’1モカ・

委中まら
暫しれ大
会込たIE
社みかト
会とたみ
穴冠　年
育い　四
。果合　月
＿わ

容せ　日
内　　ま
線市　で

し
よ
ギ
。

　
私
た
ち
の
あ
た
た
か
い
歓
迎
と
協
…
力

で
代
人
団
招
待
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
、

　
市
は
還
暦
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
を

心
か
ら
お
祝
い
し
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
す
る
た
め
、
こ
と
し
も

「
還
暦
式
典
」
を
行
い
ま
す
．

　
住
民
基
本
ム
目
帳
に
双
怯
録
さ
れ
て
い

る
入
で
、
険
当
さ
れ
る
か
た
に
は
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、
登
録
し

て
い
な
い
八
で
参
加
ご
希
望
の
か
た

は
、
直
接
、
は
が
き
ま
た
は
電
話
で

．
．
月
．
．
一
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
、

　
▽
式
典
日
時
一
－
．
、
月
卜
四
日
午
前

し
し
土
．
・
．
　
．
　
¶
♪
　
亀
　
　
2

ノ
臥
　
　
ー
ノ
フ
カ
．
｝

　
▽
会
場
　
市
中
央
公
民
館

　
▽
対
象
者
一
大
正
卜
．
．
年
四
月
．
．

H
か
ら
大
．
止
－
，
．
．
．
年
四
月
．
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た

　
〉
中
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
　
市

ね

ん

き

ん

・
不

ン

キ

ン

　
剛
心
い
が
け
な
い
．
不
膚
心
の
鹿
故

に
よ
り
て
、
生
計
の
中
心
者
で

あ
り
た
ん
を
亡
く
し
た
易
へ
目
、

国
民
年
金
に
は
母
r
年
斜
や
寡

婦
年
金
な
ど
の
芝
給
制
度
が
あ

り
ま
す
．
母
r
年
金
に
つ
い
て

記
旧
し
ま
し
ょ
う
．

　
支
給
の
条
件

　
母
・
r
年
金
が
芝
給
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
は
、
L
八
き
く
分

け
て
つ
ぎ
の
．
．
．

つ
の
条
件
が
あ

，
圭
L
9
目

　
①
夫
を
亡
く

し
た
。
た
だ
し

離
婚
の
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

　
②
残
さ
れ
た

妻
が
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
て

い
る
か
免
除
さ

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
③
．
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

こ
と
（
障
害
の
あ
る
子
の
場
合
は
、

二
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
）
。

　
以
ヒ
の
．
．
．
つ
の
条
件
を
満
た
し
た

場
へ
目
、
．
r
ど
も
が
ト
八
歳
【
陪
げ
宝
口
の

あ
る
．
r
の
場
合
は
．
．
卜
歳
〕
に
な
る

覧
で
の
間
、
残
さ
れ
た
喫
に
対
し
て

年
金
が
芝
給
さ
れ
ま
す
．

　
大
事
な
妻
の
加
入

　
つ
ぎ
の
表
を
み
な
が
ら
、
も
う
少

し
物
し
く
記
旨
し
ま
し
ょ
う
．

　
m
は
、
丸
・
凝
と
も
に
し
木
「
川
人
の

場
合
で
す
．
年
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
、

　
の
よ
、
た
は
加
入
し
て
い
た
が
嬰

　
（
一

は
未
加
人
の
場
ヘ
ロ
で
す
．
こ
の
例
も

年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
．

　
伽
は
、
た
・
奏
と
も
に
加
人
し
て

い
る
場
合
で
す
。
年
金
が
芝
給
さ
れ

ま
釦
、

　
q
は
丸
が
厚
生
年
金
に
加
人
し
、

表　母子年金の事例

妻
が
任
意
へ
希
望
）
・
川
人
し

て
い
る
場
合
で
す
。
年
金
が

芝
給
さ
れ
、
ま
た
厚
生
年
金

の
遺
族
年
金
も
支
給
さ
れ
、

．
．
．
つ
の
年
金
が
芝
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
母
．
1
．
年
金

が
κ
分
の
．
、
「
閲
U
O
％
一
芝

給
停
止
さ
れ
ま
す
．

　
以
卜
四
つ
の
例
を
と
り
て

き
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ご
　
へ

3
り
し
セ
し
た
力

　
亡
く
な
っ
た
夫
が
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
か
ど
う

か
は
関
係
な
く
、
残
さ
れ
た

妻
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
て
い
る
か
ど
う
か
…
…

　
こ
れ
が
大
き
な
ボ
ィ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
国
民
年
金
．
に
ま
だ
－
㎝
入
し

て
い
な
い
八
や
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
あ
る
八
は
、
ご

㌦
往
音
心
く
だ
さ
い
、

ネ

ン

キ

ン

／

ね

ん

き

ん

　
　
「
進
学
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
受
付
中
で
す

　
　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
こ
と
し
も

　
「
進
学
ロ
ー
ン
」
を
準
備
し
て
、
巾

川
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

　
す
、
高
校
、
大
学
、
県
門
学
校
な
ど

　
へ
進
学
す
る
た
め
の
人
学
金
、
授
業

闇
料
か
ら
ド
』
宿
の
敷
金
な
ど
を
必
．
要
と

　
さ
れ
る
か
た
は
、
日
「
め
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
、

　
　
〉
対
｛
家
一
h
尚
校
、
」
八
昂
め
な
ど
に
進

川
学
す
る
た
め
の
資
金
を
必
．
要
と
す
る

　
父
母

川
〉
融
資
限
度
額
進
学
者
．
八
に

㎜
つ
き
κ
レ
万
円
以
内

㎜
　
〉
融
資
期
間
l
h
三
校
・
短
大
は
．
・
．

…年

L
鶯
は
騨
棚
舳
均
等
返

㎜
済
　
ボ
ー
ナ
ス
増
額
返
済
も
可
能
一

川
　
▽
利
率
年
八
．
．
％

川
　
∀
取
扱
三
川
1
κ
卜
瓦
年
四
月
．
幽
．

…
卜
日
ま
で
審
手

㎜
く
わ
し
一
は
同
公
庫
延
岡
芝
店

㎜
．
8
の
圧
，
へ
．
ド
、
．
．
、
．
．
L
（
．
．
．
．
．
一

川
か
日
向
商
「
会
議
所
一
費
．
．
一
κ
．

川
・
・
一
圭
で



4広報一月一瓢が論洗たくや炊事には必ずせっけんを使いましょう。

2月16日～3月15日

所得税の確定申告と納税

準備はお早めに

　
昭
和
1
1
i
八
ん
『
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
　
月
二
八
H
か
ら
受
付

か
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
磁
定
申
告
の

期
限
は
．
月
一
1
1
日
て
す
か
、
も
う

摩
備
は
お
碕
み
て
し
ょ
う
か
。
期
限

ま
き
わ
に
な
り
ま
す
と
人
変
混
雑
し

落
ち
着
い
て
相
談
て
き
な
か
っ
た

り
、
長
い
時
鳩
問
お
待
ち
い
た
た
く
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申

告
は
て
き
る
た
け
臨
め
に
術
ま
せ
ま

し
よ
う
。

　
　
　
　
　
へ

　
と
こ
ろ
て
　
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
か
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま

す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

た
け
て
な
く
、
不
足
税
額
の
　
O
％

又
は
h
％
の
割
合
の
加
算
税
か
課

さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
鐘
日
は
正
し

く
正
日
し
て
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
入

は
つ
き
の
よ
う
な
人
て
す
。

　
①
商
売
を
し
て
い
る
人
や
、
家
賃
・

地
代
野
人
の
あ
る
人
、
L
地
や
建
物

を
売
っ
た
人
な
と
て
、
所
得
金
額
の

合
詐
額
か
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控

除
な
と
の
所
得
控
除
の
三
二
額
を
超

え
る
人

　
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
て
、
給
与
の
毎

収
か
　
r
ル
円
を
超
え
る
入
や
給
与

所
得
以
外
の
所
得
か
．
i
力
円
を
超

え
る
人
な
と
て
す
。

　
ま
た
、
延
岡
税
務
署
て
は
、
こ
と

し
の
申
店
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
．
所
得
税
の
申
粘
菩

の
う
ち
、
　
「
一
般
用
」
と
「
給
与
所

得
名
の
還
付
申
告
用
」
に
つ
い
て
、

様
式
か
改
止
さ
れ
て
い
ま
す
，

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
延

岡
税
務
署
（
君
○
几
八
　
1
　
　
一

　
　
○
．
）
へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

青
色
申
告
を

お
勧
め
し
ま
す

　
所
得
税
の
申
告
に
は
自
色
申
告
と

青
色
申
告
と
か
あ
り
ま
す
。

　
肖
色
申
告
と
は
、
肇
業
所
得
や
小

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
人

か
、
　
定
の
帳
簿
を
備
え
付
け
て
毎

日
の
取
り
引
き
を
謁
録
し
、
そ
の
記

録
に
基
づ
い
て
」
碓
に
．
肋
得
や
税
額

の
申
告
を
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
有
利

な
取
り
扱
い
か
受
け
ら
れ
る
と
い
う

制
度
て
す
。

　
例
え
ば
、
麦
や
親
族
（
一
1
ー
イ
以

1
一
に
支
払
っ
た
給
与
は
、
そ
の
支
給

額
か
適
1
1
て
あ
れ
は
全
額
必
要
経
費

に
な
り
ま
す
し
、
肖
〃
…
］
申
告
控
除
と

し
て
1
製
薬
を
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
か
て
き
ま
す
。
ま
た
、
赤
字
の

と
き
は
そ
の
赤
’
f
を
　
手
間
繰
り
越

す
こ
と
も
て
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
肖

色
申
告
に
は
有
利
な
特
典
か
実
に
四

i
　
種
類
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
肖
色
申
告
を
利
用
さ
れ
て
な

い
か
た
て
、
碓
定
額
・
告
の
こ
の
時
期

に
肖
色
観
仏
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
か
た
は
、
　
月
ー
駐
日
ま
て
に

「
雪
色
申
告
承
認
申
些
崩
書
」
を
税
務

署
に
提
出
し
て
く
た
さ
い
。

便
利
な

「
振
替
納
税
」
制
度

　
、
助
得
税
な
と
を
納
め
る
の
に
便
利

な
乃
法
と
し
て
「
振
替
納
税
」
の
制

度
か
あ
る
の
を
こ
存
し
て
す
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
税
金
を
納
め
る
と

き
に
わ
さ
わ
さ
税
務
署
や
金
融
機
関

ま
て
出
か
け
な
く
て
も
、
電
話
料
や

テ
レ
ヒ
の
受
勲
料
と
同
し
よ
う
に
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
り
替
え
て
納
め
る
乃
法
て
、
納
税

の
・
た
め
の
丁
数
か
少
な
く
て
術
み

ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

税
務
署
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て

あ
る
「
預
則
金
目
座
振
替
依
頼
μ
日
」

と
「
納
付
麗
日
送
付
依
頼
鐘
［
」
に
記
入

し
て
、
税
務
署
か
金
融
機
関
に
提
出

　
先
月
口
与
て
も
ふ
れ
ま
し
た
か
、
“
ぎ

し
押
え
”
に
つ
い
て
、
実
際
の
H
数

て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
仮
に
几
月
　
一
日
か
納
期
の
固
定

資
群
馬
の
場
合
て
、
督
促
状
か
一
月

　
l
U
に
発
，
込
さ
れ
た
と
し
ま
す
。

　
ぎ
し
押
え
か
執
豹
さ
れ
る
B
は
、

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
一
日
を
経
過
し
た
日
ま
て
に
雇
人

彰
彰
彰
彰
彰
彰
彰
豊
彰
彰
彰
彰
彰
豊
彰
豊
魯
聖
豊
彰
彰
彰
彰
彰
勢
彰
彰
聖
彰
彰
彰
彰
勢
彰
彰
彰
彰
彰
彰
彰
彰
彰
彰
豊
彰
彰
彰
彰
彰
昏
昏
量
彰
彰
勢
勢
量
薯
彰
彰
彰
号
彰

魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を

　
謹
ん
で
新
春
の
こ
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
み
な
さ

ま
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
、

　
顧
み
ま
す
と
、
巾
民
の
み
な
さ
ま

を
は
し
め
関
係
各
乃
面
の
か
た
か
た

の
あ
た
た
か
い
こ
支
援
を
賜
り
巾
政

に
携
わ
り
ま
し
て
早
や
　
向
目
を
聖

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
巾
k
就
仔
以
来
、
・
巾
民
の
み
な
さ

ま
の
・
Y
せ
と
イ
旧
頼
に
応
え
る
た
め
、

人
間
尊
f
甲
と
臼
民
本
位
の
巾
政
と
、

自
ら
の
創
見
と
i
人
を
基
本
と
し
て

明
る
い
魅
力
あ
る
街
つ
く
り
の
た
め

全
力
を
八
・
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
承
知
の
と
お
り
日
’
同
・
巾
は
、
惰

向
1
1
1
1
に
肖
少
向
の
曲
）
か
な
心
を
育

て
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
ホ
る
た

め
、
文
部
省
か
ら
「
豊
か
な
心
を
育

て
る
施
策
推
進
モ
テ
ル
巾
」
に
指
冗

さ
れ
ま
し
た
，
次
代
を
担
う
肖
少
向

㌦、

¥

、
－鞭導

識

《診

の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、
　
、
豊

か
な
心
の
人
つ
く
り
」
と
「
血
み
た

く
な
る
都
巾
つ
く
り
」
を
目
標
に
積

極
的
な
取
り
組
み
を
い
た
す
所
存
て

二
さ
し
ま
」
9

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
向
巾
に
お
い

て
も
幾
多
の
諸
問
題
か
山
憎
み
し
て

お
り
ま
す

　
厳
し
い
財
政
状
滉
の
中
て
、
さ
圭

さ
ま
な
地
域
課
題
に
即
応
し
な
か
ら
、

地
乃
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ

る
都
町
つ
く
り
を
目
指
し
て
最
人
の

効
果
を
一
け
る
た
め
、
最
詐
日
の
努
力

を
い
た
す
決
心
て
こ
さ
い
ま
す
，

　
崎
今
の
村
ヘ
ム
経
瘡
陸
旧
勢
の
中
て
、

玉
歩
の
伸
展
を
第
　
茂
と
し
て
誠
心

誠
道
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

　
お
か
け
を
も
ち
ま
し
て
人
愚
な
く

越
行
ず
る
こ
と
か
て
き
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
み
な
さ
ま
の
こ
支
援
と
こ
協

力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
の
w
旧

を
人
ポ
る
し
た
い
て
こ
さ
い
ま
す
，

　
顧
み
ま
す
と
、
わ
か
H
向
巾
は
性

向
を
も
ち
ま
し
て
巾
制
施
豹
以
末

一
　
向
目
を
担
え
、
人
目
も
凸
乃
几

下
を
超
え
る
に
十
り
ま
し
た
，

　
こ
れ
は
ま
さ
に
、
全
巾
民
の
み
な

さ
亥
の
愛
郷
美
神
か
き
わ
め
ご
田
盛

人
き
な
試
練
の
と
き
を
迎
え
て
い
る

地
関
白
冶
体
て
あ
り
ま
ヶ
か
、
白
i

桝
に
基
づ
く
瞥
か
な
地
域
　
召
ヘ
ム
つ
く

り
を
擢
進
ず
る
た
め
、
巾
民
の
み
な

さ
ま
の
　
層
の
こ
協
力
と
こ
支
援
を

賜
り
ま
づ
よ
う
お
願
い
申
し
一
け

⊥
よ
｝
9
、

　
向
頭
に
当
た
り
、
み
な
さ
ま
の
こ

健
康
と
こ
多
占
－
を
心
か
ら
あ
祈
り
申

し
一
け
新
向
の
こ
あ
い
さ
っ
と
い
た

し
ま
す

　
　
　
日
向
巾
長
　
　
宮
本
・
　
虚
辞

市
政
充
実
に
最
大
の
努
力
を

　
巾
民
の
み
な
さ
ま
、
男
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
こ
さ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
、
み

な
さ
ま
の
こ
消
福
と
こ
繁
栄
を
心
か

り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
ポ

　
私
は
頃
句
1
1
月
の
巾
議
会
議
員
選

挙
後
招
集
さ
れ
ま
し
た
巾
議
会
に
お

い
て
、
肉
ひ
議
長
に
三
年
し
ま
し
た

か
、
そ
の
後
議
会
の
円
口
朝
な
連
嘱
ヒ

　　陀
　
　
拶
　
　
畢

　
　
齢

、
燃
猟
恥
・
鐙

｛

な
こ
と
と
、
巾
政
創
案
の
よ
ろ
し
き

を
得
た
胤
果
て
あ
る
k
僧
イ
川
弓
る
ヒ

こ
ろ
て
こ
さ
い
ま
弓

　
し
か
し
な
か
り
、
巾
民
の
福
祖
を

増
進
し
、
市
民
彗
活
の
汝
矩
を
は
か

る
に
は
、
な
お
f
甲
装
な
川
童
か
山
噛

み
し
て
い
ま
す
，

　
そ
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
は
、
凶

冷
市
政
を
担
当
す
る
私
と
も
に
課
せ

り
れ
た
呉
務
て
あ
り
、
国
及
ひ
県
の

施
策
を
踏
圭
え
て
活
力
あ
る
個
附
幣

か
な
・
巾
亡
失
現
の
た
め
、
豹
政
当
局

ヒ
村
携
え
て
浪
士
し
な
け
れ
ば
な
り

圭
仕
ん

　
昭
和
1
1
一
瓦
向
こ
そ
は
、
巾
の
躍

進
の
向
と
し
て
巾
政
全
般
に
わ
た
り

内
谷
允
実
の
た
め
に
目
取
人
の
努
力
を

傾
d
ホ
る
，
兇
陪
て
こ
さ
い
ま
す
，

　
向
頭
に
当
た
り
、
巾
民
の
み
な
さ

ま
の
伯
田
の
こ
指
導
と
こ
鞭
挺
を
お

願
い
申
し
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
み
な
さ

ま
の
こ
健
康
と
こ
多
†
を
心
か
ら
祈

含
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
っ
と
い

た
し
ま
・
9

　
　
　
日
’
司
巾
義
会

　
　
　
　
　
議
長
　
　
樹
光
男

税務署が行う

申告相談

□貝曽与私己

　2月151i～171i

　り前9時力・らノi

　後3時まて，

　会場はrlJ役所の

　2ド皆委員会鑑・〉

□｝1ノ〒　f…｝　手些己一

　2月27日～3月

　2日

　ノi白1」911～・カ・ら～

　後4時まて

　会場は、日向建

　設会館

か
な
か
っ
た
場
合
て
す
か
ら
、
督
促

状
を
発
卜
し
た
日
か
ら
一
　
日
目
の

i
月
　
一
　
日
か
ボ
7
1
し
押
え
執
行
の

日
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
つ
き
に
ん
し
押
え
る
”
物
附
”
に

つ
い
て
は
、
小
論
醒
、
一
地
、
家
屋

な
と
）
、
動
擁
ヘ
テ
レ
ヒ
、
冷
蔵
峰
、

嚇稀蟻気毫hゆ、◎、奄、◎㌦◎、◎h噸｝・や柄◎、◎、◇、噺hや｝陣協◎、◇、“柄蟻・内ゆ｝．◎㌧㌔噸、Oh“、◎hゆ、ウ

自
動
申
、
馬
桶
の
盆
栽
、
蘭
な
と
）
、

偵
檜
（
給
料
、
電
話
加
人
権
、
罰
則

金
な
と
）
　
　
か
あ
り
ま
す
。

　
日
向
巾
て
の
頃
’
『
　
鮭
聞
の
κ
し

押
え
て
い
ち
は
ん
多
か
っ
た
も
の

は
、
電
話
加
人
権
、
つ
い
て
一
地
、

家
屋
、
給
料
の
順
て
し
た
。

一
伊
一
葦
葦
葦
葦
葦
f
蓼
葦
葦
葦
葦
葦
葦
葦
葦
鴇
ρ
葦
筆
葦
一
4
一
い
ー
ー

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘

琳
う
人
か
増
え
て

㈱
ま
さ
に
”
揺
れ
動
一
家
胡

一
層
人
日
”
と
い
う
と
こ
ろ

柄噺楓や橘甑h“楓◎覧喰橘、橘嶺舗蟻、冷脳『甑「篭噺冷焔「甑h噺嚇附

　
「
馬
蓄
に
関
⇒
る
田
干
凋
査
」
（
山

蓄
増
強
中
央
委
U
只
会
調
へ
）
を
見
る

と
、
十
二
簿
を
つ
け
て
い
る
人
か
二

二
に
減
っ
て
き
ま
し
た
　
そ
れ
て
は

っ
け
な
い
入
か
増
え
て
い

る
の
か
と
田
ひ
一
と
、
こ
れ

も
減
っ
て
い
て
、
つ
け
た

り
つ
け
な
か
、
た
り
と
い

　
　
　
　
　
　
い
圭
づ

て
す
。

　
日
本
の
主
婦
は
ル
ー
ズ

型　
つ
け
な
い
理
由
の
過
半

…
数
か
「
つ
け
て
い
て
も
お

金
の
い
る
と
き
は
い
る
の

た
か
ら
」
と
な
る
と
、
こ

れ
は
あ
ま
り
に
4
1
合
理
的
て
、
家
紋

を
早
る
も
の
と
し
て
は
人
い
に
反
省

す
へ
き
て
一

　
外
国
の
・
一
婦
は
4
」
口
費
た
け
を
渡

さ
れ
て
い
圭
5
か
、
使
い
か
た
に
ほ

貞
達
て
づ
　
i
躍
目
に
．
r
算
を
》
て

て
、
　
週
間
た
て
は
収
支
を
き
ち
ん
嚇

縫
繕
二
物
袖
鼎
　

買
い
は
世
界
　
だ
そ
う
て
す
。

　
な
ぜ
家
計
簿
を
つ
け
る
の
か

　
家
」
簿
は
た
た
つ
け
る
だ
け
て

は
、
確
か
に
迫
味
か
な
い
て
し
ょ
う
。

家
d
簿
を
桂
活
設
湯
実
現
の
た
め
の

f
か
か
り
と
す
る
の
て
す
。

　
家
緒
庸
は
わ
か
家
の
年
間
の
収
支

の
動
き
、
財
膏
管
理
ま
て
含
め
て
の

チ
ー
タ
て
す
。
そ
れ
を
見
る
こ
と
て
、

三
角
後
の
－
活
の
展
望
も
得
ら
れ

ま
す
，

　
例
え
ば
、
今
の
く
ら
し
ふ
り
て
は
、

マ
イ
ホ
ー
ム
を
人
丁
す
る
の
は
難
し

い
か
と
つ
か
、
申
を
買
い
た
い
か
経

　
　
　
　
貴
は
と
こ
を
つ
め
れ
ば
出

　
　
　
　
せ
る
か
、
詩
画
の
イ
エ
ス

家計簿をつけよう
の
て
づ

く
欝
陸
に

動
き
を
つ
け
る
こ
と
て
づ
、
「

き
ほ
い
る

に
基
づ
い
て
そ
う
円
脚
し
た

て
5

か
ノ
ー
か
を
家
詐
簿
は
教

え
て
く
れ
ま
す
。
唖
き
た

数
’
f
か
d
白
に
答
え
る
の

て
ぐ
，
4
話
設
耐
の
舵
と

り
に
、
こ
れ
ほ
と
し
っ
か

り
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
，　

お
金
の
動
き
を
そ
の
ま

ま
つ
け
る

　
し
か
し
こ
の
家
の
家
耐

簿
も
、
つ
け
通
し
て
整
理

し
な
け
れ
は
効
果
は
な
い

つ
け
通
寸
た
め
に
は
三
日
i

、
お
分
の
あ
り
の
ま
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
い
る
と

一
と
い
、
て
も
、
チ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
）
も
ブ
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川や海を汚す大きな原因は合成洗剤です。

こ
と
し
は
2
月
1
4
H
か
ら

市
県
民
税
の
申
告

　
毎
有
、
巾
税
務
課
か
　
月
一
人
日

か
ら
順
う
巾
県
民
税
の
申
告
相
談

は
、
相
譲
ヘ
ム
場
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、
こ
と
し
は
日
程
を
日
1
め
　
月

－
四
日
か
ら
別
衣
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
指
定
日
に
来
れ
な
い
か
た
は

期
間
中
に
限
り
巾
税
務
課
て
も
山
け

付
け
ま
す
の
て
・
都
合
の
良
い
臣
に

お
い
て
く
た
さ
い
，
な
お
、
最
終
日

は
た
い
へ
ん
混
籍
し
ま
す
の
て
、
早

目
に
G
告
し
て
く
た
さ
い
、

　
ま
た
、
先
1
1
写
て
も
お
し
ら
せ
し

ま
し
た
か
、
相
談
の
際
に
必
要
な
副

明
担
目
、
帳
簿
、
領
収
斡
日
な
と
は
早
目

に
準
備
し
、
」
し
い
申
告
か
て
き
る

よ
つ
・
い
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
申
、
－
口
れ
日
は

相
淡
日
の
i

日
ま
と
、
川
こ

届
く
よ
つ
に

送
付
し
ま
す

か
、
も
し
届

力
な
し
よ
・
つ

な
こ
と
か
あ

り
ま
し
た
ら

甲
め
に
税
務

課
へ
お
申
出

く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
い

て
は
、
司
尿

二
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睡
眠
は
4
き
る
た
め
に
た
い
へ
ん

大
別
な
こ
と
て
す
。
睡
眠
の
間
に
中

枢
神
経
系
統
は
昼
間
の
疲
労
か
ら
回

復
し
ま
す
，
人
に
刺
激
を
与
え
て
、

眠
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、
い
か

に
食
物
や
そ
の
他
の
保
護
を
し
て
も

し
は
ら
く
す
る
と
叱
ぬ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す

　
初
老
期
に
な
り
ま
す
と
、
こ
の
人

事
な
睡
眠
か
た
ん
た
ん
知
く
な
り
、

眠
り
も
戊
く
、
朝
早
く
目
か
さ
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
か
、
こ
れ
は
病
気

て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
初
老
期
か
ら
老
鉢
期
に

か
け
て
こ
の
」
常
な
変
化
か
老
齢
に

伴
う
心
の
変
化
と
承
な
る
と
た
い
へ

ん
な
呂
桶
の
種
と
な
り
、
乞
化
を
甲

め
る
原
囚
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

＝その23＝

　
舟
を
と
る
と
壁

け
ら
れ
な
い
も
の

に
”
物
忘
れ
”
と

”
不
眠
”
か
あ
り

ま
す
。
物
忘
れ
は

メ
モ
な
と
し
て
カ

ハ
ー
す
る
人
か
多

い
よ
う
て
す
か
、

不
眠
も
て
き
る
こ

と
な
ら
な
ん
ら
か

の
乃
嘗
て
カ
ハ
ー

し
て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
睡
眠
か
と
れ
る

よ
う
に
な
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
老
化

　
の
　
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
③
の
病
気
か
も
と
て
不
眠
状

態
と
な
っ
た
場
合
は
、
株
帥
と
相
談

の
う
え
、
ま
す
病
気
を
冶
す
こ
と
か

ら
丁
を
つ
け
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ

と
は
い
う
ま
て
も
あ
り
ま
せ
ん
，

　
①
、
②
の
原
囚
か
ら
く
る
不
眠
に

つ
い
て
、
あ
る
有
名
な
精
神
科
株
は

つ
き
の
よ
う
に
五
…
っ
て
い
ま
す
。

　
身
体
的
に
異
状
か
な
く
、
眠
れ
な

い
と
い
う
訴
え
を
持
つ
人
は
、
塀
常

に
多
い
の
て
す
か
、
不
眠
拍
と
い
え

る
の
は
患
者
の
中
の
ご
く
少
人
数
て

お
年
寄
り
の
不
眠

現
象
か
ら
あ
る
程
度
心
身
を
守
る
こ

と
が
て
き
る
の
て
す
。

　
そ
こ
て
老
人
の
不
眠
の
原
囚
を
考

え
て
み
ま
す
と
、

　
①
老
化
現
象
と
し
て
、
4
理
的
に

瞬
…
眠
時
間
か
導
く
な
る
こ
と

　
②
心
因
性
と
呼
は
れ
る
、
老
齢
に

伴
う
牛
命
へ
の
不
安
感
、
あ
る
い
は

若
い
時
代
の
回
想
か
ら
4
し
る
わ
ひ

し
さ

　
③
動
脈
硬
化
な
と
の
さ
ま
さ
ま
な

病
気

す
。
し
か
も
そ
の
患
者
か
果
た
し
て

眠
れ
な
い
か
と
い
う
と
案
外
そ
う
て

も
な
い
。
不
眠
赫
患
者
の
多
く
は
、

実
は
貞
の
不
眠
て
は
な
く
、
に
せ
の

不
眠
に
國
ま
さ
れ
て
い
る
人
た
ち

て
、
実
際
に
は
案
外
よ
く
眠
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
身
体
的
に
異
常
の
な

い
人
の
不
眠
は
、
そ
の
は
と
ん
と
か

ノ
へ
く
し
も
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ロ
へ
も
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

，
イ
肚
ゼ
瞬
弗
”
て
あ
り
イ
蹴
毛
ノ
メ

苑
”
（
現
失
に
体
に
異
状
は
な
い
の
に

気
病
み
す
る
状
態
）
て
あ
る
　
　
と

結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
老
人
の
三

眠
障
害
の
対
策
と
し
て
、

　
①
心
理
療
法
と
し
て
不
眠
自
体
よ
W
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

り
も
、
不
眠
を
心
配
す
る
方
か
4
1
占
鱒
”
鱒

て
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
す
る
こ
と

か
大
切
て
す
。
眠
れ
な
い
の
て
数
を

数
え
た
り
、
眠
ろ
う
と
努
力
す
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
害
か
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
②
適
度
な
運
動
を
し
て
軽
い
疲
れ

を
と
る
こ
と
は
眠
れ
な
い
老
人
に
と

っ
て
必
要
な
こ
と
て
す
。
昼
寝
の
し

す
き
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
③
寝
る
前
に
興
奮
や
刺
激
を
避
け

る
こ
と
も
必
要
て
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
な
と
も
．
不
眠
の
原
囚
に
な
る
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

　
④
夜
中
に
目
か
さ
め
、
不
眠
を
か

こ
つ
人
が
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
際
に

は
ト
イ
レ
に
豹
く
と
か
水
を
　
杯
飲

む
な
と
し
て
気
分
転
換
を
は
か
り
ま

し
よ
う
。

○●●●．○●●◆．●◆
OoO◆○●◆○・o・●・■◎o●oOoOO●◆●鱒：※鱒撒鱒：や｝ひ》撒撒：轍｝：轍ひ｝鱒鱒潜屋撒：
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⑤
寝
室
は
、
換
気
保
温
な
と
の
玉
川
W

慮
か
ゼ
要
て
し
ょ
う
、

　
⑥
　
’
止
時
問
、
床
に
人
っ
て
寝
る

習
噴
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
の
家
族
の
配
慮
か
必
要

て
す
。
ま
た
、
睡
眠
薬
の
優
川
は
な

る
へ
く
趣
け
重
し
ょ
つ

．○●●●●●◆●o◆●●●●●◆●◆○◆◆●○ 怐E D○．◆・○●●●●・． 宦宦D・ 宦氈●●●○ D◆ 怐宦怐D E● 潤Dﾐ

　
　
薫
ﾐ

ﾐ　　　
5
ﾐ

ﾐ」塾三唱竃畠＝Lロ鴇」1＝Lo唱唱L辱ﾐ

「成人の日」　一人入になったことを自’彪し、ﾐ
’1ら’1きぬこ）とする｝l」’1を祝い励圭す日ﾐ

ことしは、男女合わせてb21人かめてたく成人ﾐ
ました、ﾐ

成人式典はノ1前10哨から中央公民蝕て竹われ、ﾐ
成入呂の己見発人なとのあヒ、児｝￥1文学11啄・ﾐ

ト1几1祐竹氏か「はるかなるものを目指して」ヒ題ﾐ
て、約1時間にわた、て1蒜11奮〔　新成八名たちにﾐ

人’｛”のきひしさについて語りました、ﾐ

▼さわやか成人式典ﾐ

冬
の
風
物
詩
“
青
の
り
取
り
”
ﾐ

祠
．
㌶
ﾐ

蓄
ﾐ

口て貞冬の風物識“1量1のり取ザﾐ
，，プ’戸1この助期になると引き潮時ﾐ

人るのは、南内朝莇の塩月アサfﾐ

し
U
L
1
に
こ
す
ベ
オ
さ
’
メ
ﾐ

ま
て
成
は
と
「
ﾐ

り
θ
7
3
り
な
す
し
は
ﾐ

ま
ら
一
の
右
圭
乾
こ
よ
る
ま
ﾐ

始
ね
ん
肖
の
き
に
「
す
冶
た
ﾐ

か
を
さ
　
底
い
つ
　
て
て
ま
ﾐ

は1月中旬から2月いっぱいにかけて川ﾐ
とによく付きますか、それを丁て取ってﾐ
，この後、きれいに水洗し人日てカラカﾐ
ます。ﾐ

んやみそ｛トにまふして食へるとおいしいﾐ
，それに香りもいいし　　」と笑みを浮べﾐ
月さんは毎fhllのりを取り糺けて30余自。ﾐ

几気てす。ﾐ

圧「．四　」　　　　’塾　籍も麟　　　」廻し　　1■圓■■■■騰■縢ﾐ

冷たい海ヘザブンﾐ
ことして11回目を迎えたtllfウllのしL覇春初でノ1＼き人ﾐ

”かルil、初日の出とともに調われました，参ﾐ

者は柏川知丈ちゃん（7成〉から1’沢武さんﾐ
（70歳）まての総勢30人て、型備連，動の後、冷たﾐ

海の中ヘサフンﾐ
ことしの笹1内息災と幸連を祈りました。ﾐ
μKくことおよそ15分、‘毎から1かった参ノ川者をﾐ

っていたものは暖かい“せんさい’＼　みんな八ﾐ

に巌えなからほおばっていましたﾐ

縛
ﾐﾐ

ﾐ

’
ﾐ

ﾐ二ﾐ
鞭
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「
道
路
写
真
展
」
に

　
あ
な
た
の
作
品
を

　
東
瓦
州
縦
貫
自
動
申
道
の
早
期
失

現
を
目
指
し
て
、
関
係
各
県
及
ひ
巾

切
村
か
中
・
い
と
な
り
、
ド
冗
俣
膨
隆
…
明

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看

成
同
盟
会
を
つ
く
り
強
力
な
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
と
連
動

の
　
瑞
と
し
て
「
道
路
写
貞
展
」
（
ロ

ー
ト
・
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）
を
豹
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
通
勤
、
通
学
や
買
物
の
道
、
恥
毛

活
動
を
支
え
る
道
、
私
た
ち
の
街
に

は
、
こ
の
よ
う
な
役
1
1
を
も
っ
た
広

い
道
、
狭
い
道
、
曲
っ
た
道
、
渋
吊

に
悩
ま
さ
れ
る
道
な
と
か
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
街
の
発
展
を
支
え
る
道
に
つ
い
て

強
く
訴
え
た
い
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

さ
ま
ざ
ま
な
夕
晴
の
η
真
を
つ
き
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
，
弘
る
っ
て
こ

』
5
5
募
く
た
さ
い

　
▽
三
品
の
締
め
切
り
と
搬
人
先

　
ノ
ー
－
　
1
　
　
　
し
　
　
　
　

」
　
　
　
　

一

　
財
利
’
ー
ノ
臼
　
～
　
一
匹
日
ま

て
に
巾
企
画
財
政
課
へ

　
▽
発
表

　
巾
広
報
、
新
聞
紙
面
て
発
表
、
人

賞
名
に
は
伯
接
通
知
し
ま
ケ

　
▽
－
心
三
一
の
4
昌
」

　
◎
　
八
惣
門
て
も
応
募
て
き
ま
す

か
、
地
ル
て
撮
影
し
た
木
発
人
の
白

塗
晶
に
限
り
ま
す
。

　
◎
白
血
’
、
カ
ラ
ー
の
”
甲
㌧
貞
、
組

＾
り
肖
へ
の
い
ず
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
、
た
た
し
、
組
％
貞
の
場
合
は
「
組

η
貞
」
と
明
記
し
、
伯
品
順
に
つ
な

く
か
番
ロ
ワ
を
記
尊
し
て
く
た
さ
い
，

　
◎
サ
イ
ス

　
　
キ
ー
ヒ
唇
版
二
一
、
四
ノ
切

，
　
　
七
玉
戸
」

i
　
　
　
　
　
　
　
デ

　
応
募
竹
晶
の
畏
ま
た
は
別
紙
に
竹

品
の
「
ネ
ラ
イ
、
H
付
、
場
所
」
と

「
難
所
、
電
話
縛
り
、
氏
名
、
個
別
、

向
齢
、
職
業
へ
学
擁
の
場
合
は
学
向
）

を
必
ず
記
人
し
て
く
た
さ
い
。

　
◎
応
募
質
品
は
返
却
て
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
巾
企
画
財
政
課
「
容

内
線
．
　
）
ま
て
と
う
そ
，

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
家
庭
教
育
を
考
え
る
集
い
」

　
，
r
と
も
の
豊
か
な
毛
”
を
育
て

る
た
め
の
視
r
の
あ
り
か
た
を
み
ん

な
て
考
え
よ
う
　
　
市
教
育
委
員
ヘ
ム

と
巾
P
T
A
協
議
ヘ
ム
は
、
＾
一
八
’
弓

度
の
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
集
い
」

を
開
借
し
ま
す
。

　
最
近
の
r
と
も
の
塀
竹
、
校
内
暴

力
や
家
庭
内
の
暴
力
な
と
、
増
え
糺

け
る
肖
少
向
の
問
題
豹
動
に
は
驚
く

も
の
は
か
り
、
　
“
も
の
”
に
乱
心
ま
れ

た
現
代
の
4
活
環
境
の
・
甲
て
、
家
庭

教
育
の
弔
裳
哲
か
強
く
叫
は
れ
、
ま

た
、
家
庭
教
育
に
対
す
る
母
硯
た
ち

雄凄
白ばらクイズ　（83）

　
【
問
題
】

　
国
の
選
挙
に
甑
○
補
て
き
る
日
本

田
民
は
、
衆
議
O
議
員
に
つ
い
て
は

向
町
満
　
i
ハ
歳
以
一
、
O
議
院
議

員
に
つ
い
て
は
向
送
附
　
一
歳
以
i

の
人
て
す
。

　
▽
右
の
○
に
は
と
ん
な
・
又
字
か
あ

て
は
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
か

き
に
汁
日
い
て
、
本
岡
一
番
h
ロ
ウ
、
巾

選
挙
僧
理
委
員
ヘ
ム
あ
て
、
　
月
一
日

ま
て
に
お
出
し
く
た
さ
い
。

　
d
解
者
多
数
の
と
き
は
、
害
心
て

の
関
心
か
い
っ
そ
う
尚
ま
り
つ
つ
あ

る
へ
－
目
、
も
う
　
度
家
庭
て
の
し
っ

け
や
養
育
に
つ
い
て
貞
剣
に
考
え
、

U
㌍
旧
そ
っ
と
い
う
も
の
て
す
。

　
▽
テ
ー
マ
ー
曲
）
か
な
心
を
ム
ー
5
て
る

　
▽
日
中
－
　
月
　
i
ハ
日
、
－
”
獅

－
時
か
ら
へ
曾
、
朋
中
は
講
演
、
／
後

は
研
究
協
議
の
！
r
定
）

　
▽
ヘ
ム
場
一
市
中
央
公
民
館

　
▽
講
師
一
相
部
和
男
さ
ん
、
一
法

務
省
福
岡
保
護
観
察
所
・
保
護
課
長
）

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
袖

ち
し
て
い
ま
む
。

会
員
募
集
中

“
町
並
み
を
守
る
会
”

　
仏
門
あ
る
町
並
み
を
残
そ
う

マ
吃
々
津
の
歴
史
的
町
並
み
を
守
る

会
「
　
尺
ム
k
・
金
丸
副
）
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
，

　
こ
の
守
る
ヘ
ム
は
、
Y
へ
々
津
地
区
の

仏
統
的
町
並
み
を
保
存
し
、
郷
一
に

残
さ
れ
た
習
俗
や
伝
統
を
観
先
す
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
の
郷
1
愛
を
焔

お
っ
と
、
時
向
几
月
に
発
足
し
た
も

の
て
引
。

　
ヘ
ム
員
の
種
類
に
つ
い
て
は
つ
き
の

と
お
り
て
寸
，

　
▽
賛
助
会
員
一
守
る
ヘ
ム
を
特
に
援

助
す
る
川
体
又
は
個
人
，
会
費
は
向

貝
　
　
ノ
目
」
ス
ー

各
　
　
ノ
i
L

　
▽
1
1
会
員
一
個
人
及
ひ
団
体
、
ヘ
ム

髪
よ
一
貞
r
り

　
　
洛
　
　
　
i

　
▽
準
へ
台
貝
－
小
中
学
4
及
ひ
高
枝

一
け
　
＼
・
セ
よ
一
・
貝
一
1
一

’
　
　
ノ
」
ぜ
ー
ノ
【

　
　
　
　
　
洛
，
r
P

　
人
会
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
（
「

る
ヘ
ム
賢
務
局
－
丈
々
h
ザ
支
．
噺
）
へ
と

　
八
の
か
た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
け

ま
す
。
な
お
、
は
か
き
に
は
n
所
、

氏
名
、
’
弓
齢
、
電
活
番
ロ
ウ
を
は
っ
き

り
記
閲
し
て
く
た
さ
い
。

　
先
月
ロ
ゥ
は
「
政
」
　
「
基
」
　
「
越
」

か
1
1
解
て
、
応
募
　
1
し
通
、
d
解

　
一
六
通
て
し
た
の
て
、
つ
き
の
か

た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
け
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
一
、
敬
称
略
）

　
▽
河
崎
鳶
丈
～
　
　
7
剛
問
」

　
▽
松
菓
　
肇
　
　
　
「
Ψ
宕
本
’
呂
）

　
〉
武
ト
テ
ル
r
　
「
水
d
町
一

つ
そ

　
ま
た
　
く
わ
し
し
こ
と
に
つ
い
て

は
同
支
．
助
〔
容
⑧
　
　
O
　
）
か
累

卵
会
教
育
課
（
容
内
線
四
　
　
　
～

四
　
四
）
へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い

“
胃
・
子
宮
が
ん
検
診
”

申
し
込
み
は
噛
ま
で

　
L
ロ
ー
－
版
r
兄
置
旧
一
果
よ
、
　
召
ロ
ー
1
し

　
一
」
ト
♪
’
“
’
　
　
1
1
－
　
　
　
H
不
，
　
　
　
ノ

向
及
に
豹
う
，
田
1
一
　
ゴ
’
昌
か
ん
集
川

検
診
”
の
指
し
込
み
を
八
一
月
卜
句
か

ら
乏
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
集
団
検
診
は
毎
脅
　
回
、
春

と
秋
に
失
施
し
て
い
る
も
の
て
、
今

回
の
中
し
込
み
か
な
い
と
乏
診
て
き

ま
せ
ん
。

　
申
し
込
み
川
紙
は
各
地
区
て
区
k

・
川
k
さ
ん
を
通
し
て
回
覧
さ
れ
ま

す
の
て
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
こ
記
人
く
た
さ
い
。
な
お
、
締

め
切
り
は
　
月
　
一
四
日
ま
て
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
巾
環
境
衛
4
課
〔
容

内
線
＾
几
四
）
ま
て
お
た
す
ね
く
た

さ
い
。　

マ
マ
忘
れ
な
い
で
ね

　
．
月
の
　
歳
八
か
月
児
の
健

乗
口
査
は
、
　
月
一
六
日
の
誓

瞬
時
か
ら
撤
回
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
（
容
内
線
h
几
瓦
）
て

豹
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
h
一
し

窺
し
月
　
日
か
ら
し
月
　
卜

日
ま
て
に
4
ま
れ
た
～
と
も
て

す
，
診
査
に
は
、
母
r
健
康
ヂ

帳
も
亡
い
れ
す
に
ノ

　
　
一
歳
六
か
月
児
検
診

指
名
競
争
入
札
に

　
参
加
す
る
場
合
は

　
昭
和
ん
一
「
几
臼
度
、
日
向
∵
巾
か
発

d
す
る
建
設
一
所
な
と
の
指
名
競
争

質
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
つ
き

の
要
領
て
、
指
名
競
争
人
札
参
加
資

格
番
沓
申
－
看
れ
日
［
を
提
出
し
て
く
た

さ
い

★
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
ご
協
力
を
！
（
市
区
公
連
）

　
〉
受
付
期
間

　
　
）
　
　
ー
カ

，
　
　
」
　
　
　
　
　
し

、
レ
　
　
　
，
　
　
　
ー
ノ

日
ま
て

　
〉
申
繭
陛
様

式
建
設
省
統

　
長
、
　
　
π
P

　
仁
」
　
　
俘
ロ

、
肝
内
の
業
名

は
、
前
向
度
の

巾
税
の
納
税
状

況
を
副
明
す
る

μ
日
誌
お
よ
ひ
一

事
履
豹
副
明
階

も
司
巧
こ
足
島

　
1
－
　
6
イ
巳
一

の
こ
と
）

　
▽
提
出
先
一

巾
契
約
管
理
課

　
な
お
、
足
h

　
　
　
イ
　
匹
1

μ
日
類
は
日
向
建

設
業
協
会
へ
君

②
四
　
　
八
）
に
あ
り
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

約
管
理
課
（
豊
内
線
　
ー
ハ
　
）

と
う
そ
。

ま巾
て契

廃
車
手
続
き
は
早
め
に

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要

　
こ
と
し
も
軽
白
適
中
税
の
賦
課
期

日
か
近
づ
き
ま
し
た
、
軽
自
動
申
な

と
は
、
四
月
　
日
三
石
て
硬
用
し
て

い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
申
し
た
り
、
譲
っ
た
り
し
て
現

石
弓
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
　
．
月
、
．

i
　
日
ま
て
に
所
定
の
千
続
き
を
し

て
、
適
1
1
な
課
税
か
て
き
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
陣
中
丁
続
き
の
際
は
、
標
識
番
号

、
ナ
／
ハ
ー
プ
レ
ー
ト
）
か
必
要
て

す
，
特
に
ト
取
り
な
と
に
出
す
場
合

は
し
ゅ
う
ふ
ん
こ
、
1
1
堅
く
た
さ
い
。

あ
た
た
か
い
ご
寄
附
　
　
日
同
巾
認
無
協
議
へ
、

一
－
　
　
肋
　
　
一
　
　
為
山
名
町
　
　
　
　
続
柄
　
　
亡
く
な
ら
れ
た
か
た

金
　
　
ケ
　
　
ド
供
　
　
　
児
　
　
－
　
　
　
　
動
　
　
一
　
母
　
　
　
　
児
　
　
l
p
　
　
！
ズ
エ

月
　
　
　
　
丁
　
　
　
d
　
　
藤
　
　
侶
和
r
　
　
　
　
母
　
　
「
　
此
　
　
藤
　
　
ハ
ソ
エ

駅
　
通
　
り
　
　
川
　
崎
　
ミ
ソ
r
　
　
艮
　
男

川
　
崎
　
昌
　
宏

高
　
々
　
谷
　
　
川
　
中
　
令
　
　
　
　
父

川
　
中
　
輿

畑
　
　
　
　
浦
　
　
唄
　
木
　
ナ
ノ
r
　
　
　
人
　
　
　
里
　
木
　
新
　
Ψ

曽
　
　
　
根

一
月
　
木
　
　
こ
・
キ
・
エ
　
一
　
サ
　
　
　
｛

肖
　
木
　
　
コ
　
メ

尚
　
　
　
松

一
黒
　
木
　
ハ
　
ソ
　
　
人

黒
　
木
　
盛

花
　
　
ケ
　
　
’
1
1
　
　
　
右
　
　
崎
．
　
初
　
　
り
入

「
　
姉

石
　
崎
　
ソ
　
ネ

曽
　
　
　
根

甲
　
斐
　
ス
ミ
r

人

甲
　
斐
　
鹿
　
冶

曙

人
久
保
　
貞
　
郎

母

人
久
保
　
ア
サ
エ

公
園
通
り

岡
　
村
　
　
ハ
！
メ
　
一
　
人

岡
　
村
　
　
　
泉

肺
　
　
　
r

松
　
菓
　
」
　
志
　
　
　
母

松
　
菓
　
キ
ヨ
ノ

尚
　
　
　
松

黙
　
本
　
幸
　
戊
　
　
～

祖
父

黒
　
木
　
中

水
　
　
　
川
　
　
仏
　
藤
　
占
次
郎

麦

佐
　
藤
　
イ
　
ト

i
　
　
　
聞
　
　
西
　
川
　
　
　
広

父

西
　
川
　
源

亀
　
崎
　
中
　
　
學
　
木
　
セ
　
ソ

人

胆
、
木
　
　
　
勝

切
島
山
区
　
　
甲
裂
　
　
好
一

人

甲
　
斐
　
朝

堀
　
　
乃
　
　
甲
変
春
叉
　
　
人
　
　
甲
変
　
　
巡

ロ
人
々
津
一
岡
　
一
久
　
　
　
　
忠
　
文
　
　
　
母
　
　
　
久
　
　
　
　
ト
ミ
エ

堀
　
　
　
乃
　
　
谷
　
口
　
茂
　
樹
　
一
　
母
　
　
一
谷
　
日
　
青
鳩
ゴ

高
　
　
　
　
砂
　
一
柳
　
川
　
満
寿
人
　
　
　
嚢
　
　
　
柳
　
田
　
　
／
　
ノ

水
　
　
　
4
　
　
小
　
林
　
光
　
竹
　
　
　
母
　
　
　
小
　
林
　
　
！
マ
ノ

　
〈
原
動
機
付
自
転
車
（
＝
一
五
㏄

以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
手
続

き
方
法
〉

　
①
廃
中
の
場
合
1
1
届
出
人
の
印
鑑

と
当
該
中
の
標
識
番
号
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
　
（
紛
失
し
た
場
合
は
、

紛
失
届
け
と
弁
償
金
1
．
白
円
）

　
②
名
義
変
史
の
場
合
1
1
届
出
人
の

印
鑑

　
③
住
．
所
召
下
の
場
合
一
巾
外
へ
転

出
さ
れ
る
か
た
の
み
①
の
腱
申
手
紅

き
か
必
裳
て
す
。

　
〈
軽
乗
用
、
貨
物
、
自
動
二
輪
の

手
続
き
方
法
〉

　
陸
運
局
（
宮
崎
県
軽
肖
動
中
協
会
）

又
は
巾
内
の
代
’
二
一
て
r
紅
き
を
し

て
く
た
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巾

税
務
課
（
8
内
線
1
1
　
四
、
1
一
　
カ
）

へ
お
た
ず
ね
く
た
さ
い
。

あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
つ
き
の
か
た
か
た
か
ら
、
日
向
巾

－
父
通
馬
児
等
育
英
協
議
会
に
寄
附
か

あ
り
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

　
▽
セ
ン
コ
ー
（
株
）
日
向
，
量
目
課

中
軸
係
へ
日
知
屋
）
▽
－
川
関
誠
田

（
門
川
町
加
苧
）

　
　
　
藤
屋
う
貞
甲
刷
林
式
会
村

　
　
　
　
日
同
巾
本
町
し
爵
i
h
り

　
　
　
　
　
　
　
代
⇒
し
　
　
　
吊
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